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Abstract:Scintillationin2/xmregionwasmeasuredon40mround-trippathwitha

TmrYLFlaser.Obtainedpowerspectraldensityfunctiongivesthe-8/3inclinationinthe

frequenciylowerthanO.1Hz.Thelaserwasmultimodeandafurthermeasurementwith

monomodaloperationtomspectthee鮎ctofabsorptionbyatmosphericabsorbinggas.

且　はじめに

地球温暖化の原因として､大気中の二酸化炭素やメタンガスがあげられる｡筆者らは､

7.6/xm帯の鉛塩可同調半導体レ-ザを用いて､大気中のメタンガスの濃度を測定するシス

テムを開発しており､シンチレーションについてもデータを得ている｡このシンチレーショ

ンは可視領域と異なり､ガス吸収によるものも大きいと考えられるので､新たに波長2/im
のTm:YLFレ-ザで測定を行った｡

望　実験装置

測定に用いた装置の構成をFig.1に示す｡

Filter B.S

Fig.l Shematic of measurement system

Tm:YLFレ-ザの励起光源には半導体レ-ザ(波長‥入-781nm､出力‥lW)を用いている｡

Tm:YLFレ-ザ装置から出射されたレ-ザはSi板でLD光と波長2pmのレ-ザを分離し

2/xmのレ-ザ光のみにされた後､透明ガラスによりレ-ザを測定側用と参照側用に分ける｡

測定側はシンチレーションの測定を行う空間中を伝播させコーナーキューブ鏡により折り

返される｡受光部では測定側(Ⅹ)､参照側(良)ともにPDで受光する｡
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測定側の受光パワの変動を調べるのだが､レ-ザが発振し出射するときにすでにパワの

変動があるので､参照側で測定したパワにより補正を行う｡

3　測定結果

岡山大学の構内において､往復40mの光路でシンチレーションの測定を行った｡測定結

果をFig.2(a)に示す｡また､メタンガス濃度の測定に使用している､波長7･6〃mのレ-ザ

を用いて測定した結果をFig.2(b)に示す｡ともに低周波領域では-8/3の傾きをもち､同じ

ような傾向を示している｡高周波領域ではノイズフロアが現れている｡また､ 0.1[Hz〕あた

りで低周波､高周波領域が離れているのは､データを処理するソフトウェアの制約のため

である｡今後､ 2〃.m帯､ 7上皿帯､ 1.5′皿帯､可視域での同時測定を試みたい｡
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Fig.2　Power Spectral Density Function
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